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北摂・丹波支部ニュース

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
９
月
に
、

森
下
順
彦
先
生
の
後
を
受
け
、

北
摂
・
丹
波
支
部
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
を
改
め
て
振
り
返

り
ま
す
と
、
ま
さ
し
く
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
振
り

回
さ
れ
た
１
年
と
言
え
ま
す
。

１
月
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ

ン
セ
ス
号
の
集
団
感
染
に
始
ま

り
、
４
月
に
は
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
１
年
延
期
、
８
月
に
は
戦
後

最
長
の
任
期
を
務
め
た
安
倍
首

相
も
体
調
悪
化
に
よ
り
突
然
辞

任
表
明
、
安
倍
首
相
の
後
を
受

け
て
９
月
に
は
菅
内
閣
が
発
足

し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
第
２

波
、
そ
し
て
現
在
の
第
３
波
と

襲
い
掛
か
り
、
ま
さ
に
「
医
療

崩
壊
」
と
呼
べ
る
事
態
に
陥
っ

て
お
り
ま
す
。

　

一
つ
の
感
染
症
の
流
行
に

よ
っ
て
、
イ
ベ
ン
ト
自
粛
な
ど

人
と
人
と
の
交
流
が
制
限
を
受

け
る
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
が

激
変
し
た
だ
け
で
な
く
、
医
療
、

政
治
、
経
済
に
ま
で
大
き
な
影

響
を
受
け
た
こ
と
に
衝
撃
を
受

け
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の

公
衆
衛
生
の
重
要
性
を
今
更
な

が
ら
痛
感
し
た
年
で
し
た
。
ワ

ク
チ
ン
が
急
ピ
ッ
チ
で
開
発
さ

れ
、
今
年
中
に
は
日
本
国
民
へ

の
接
種
が
行
わ
れ
る
と
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
年
こ
そ
、

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
平
穏
な

日
常
が
戻
っ
て
く
る
よ
う
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
協
会

北
摂
・
丹
波
支
部
の
活
動
も
大

き
な
制
約
を
受
け
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
診
療
報
酬
改
定
研

究
会
も
例
年
通
り
三
田
市
に
て

開
催
予
定
で
し
た
が
、
や
む
を

得
ず
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
毎
回
多
く
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
、
接
遇

研
修
会
や
、
医
療
安
全
管
理
研

修
会
も
、
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
開
催
見
送
り
と
な
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
、

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
や
研
究

会
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が
急
速
に

普
及
し
、
広
く
開
催
さ
れ
る
よ

う
に
も
な
り
ま
し
た
。
協
会
で

も
神
戸
で
開
催
さ
れ
る
診
療
内

容
向
上
研
究
会
や
政
策
研
究
会

な
ど
で
は
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
用
い

る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
方
が

参
加
し
て
い
る
と
う
か
が
っ
て

お
り
ま
す
。

　

北
摂
・
丹
波
支
部
で
も
コ
ロ

ナ
禍
を
一
つ
の
機
会
と
と
ら

え
、
支
部
が
主
催
す
る
研
修
会

や
支
部
学
習
会
、
市
民
公
開
講

座
な
ど
で
オ
ン
ラ
イ
ン
を
用
い

て
、
よ
り
多
く
の
先
生
方
に
ご

参
加
い
た
だ
け
る
企
画
を
開
催

で
き
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍

の
診
療
で
ど
の
よ
う
な
工
夫
を

日
々
行
っ
て
い
る
か
、
支
部
の

先
生
方
が
情
報
交
換
で
き
る
機

会
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

支
部
の
先
生
方
と
と
も
に
、

新
し
い
時
代
に
合
わ
せ
た
よ
り

魅
力
あ
る
支
部
企
画
を
作
り
、

少
し
で
も
未
来
に
希
望
の
持
て

る
年
に
で
き
る
よ
う
活
動
す
る

つ
も
り
で
す
。
本
年
も
ど
う
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

新しい時代に合わせた

支部企画をめざします

支部長　中西　　透

「医療・介護の負担増中止を求める」
署名へのご協力のお願い

　菅政権は、75歳以上の高齢者の医療費窓口負組を 1割から 2割に引

き上げることについて昨年末に与党で合意し、現在開会中の通常国会

で法案を提出するとしています。

　新型コロナ禍で患者さんの受診抑制が大きな問題となっている中、

窓口負担増を行えば受診抑制に拍車をかけ、患者さんの命と健康を脅

かすことになりかねません。私たちは５万筆を目標に請願署名に取り

組んでいます。大変お忙しいこととは存じますが、ご協力を賜りたく、

お願い申し上げます。

オンライン署名にご協力ください！
　協会ウェブサイトでオンライン署名を実施しています。下記リンク

または、QRコードからアクセスしていただき、署名にご協力をお願い

します。

　また、「渡すだけ」のカンタンな「署名用ハガキ」や待合室等で署名

を回収できる専用の投函ボックス、「署名用ハガキ」の入ったポケット

ティッシュもご用意しておりますので、ぜひご利用ください。

オンライン署名は、

http://www.hhk.jp/senmonbu/signature202002/
からご協力をお願いします。



（2） 2021 年 1 月 25 日（毎月 3回 5・15・25 日発行）　兵庫保険医新聞　（昭和 43 年 6 月 12 日第三種郵便物認可）　号外　年間購読料 12,000 円

支部ニュースへの投稿を募集しています

支部ニュースへの投稿を募集しています。

日常診療にかかわることや、主張、趣味のお話などお寄せください。

TEL 078-393-1807 ／ FAX 078-393-1820　

e-mail　kuriyama-h@doc-net.or.jp　担当 ； 栗山まで

健康情報テレホンサービス開 業 医 手 作 り

月替わり健康情報 ☎ 0120-979-451

１月のテーマ ２月のテーマ

月曜日　女性のための避妊法

火曜日　医療と消費税

水曜日　ウォーキング －足が痛くなったら－

木曜日　慢性腎臓病と透析

金土日　ピアスによるトラブル

月曜日　いじめ

火曜日　インフルエンザかなと思ったら

水曜日　脈が飛ぶとき - 期外収縮ってなぁに

木曜日　乳がんの早期発見・早期治療

金土日　新型コロナウイルス感染症について

患者さんにオススメください！

◆情勢では菅内閣による新型コロナウイルス感染症対策の問題点、今後のワクチン接種に

よる新型コロナウイルス感染症の見通しなどを議論した。今後の予定として、在宅点数対

策研究会のオンラインでの開催を決定した。

幹事会には、会員の先生はどなたでもご参加いただけます。ぜひご参加ください。　　　
お問い合わせは、℡ 078-393-1807 ＦＡＸ：078-393-1802　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　 E-mail：kuriyama-h@doc-net.or.jp　　　　　　   担当事務局 : 栗山まで

１月 14 日 ( 木 )19 時～　於　三田市キッピーモール６階会議室５
参　加　３人

第 324回支部幹事会より

※ 11 日（木・祝）は水曜日、23 日（火・祝）は月曜日のテーマを放送します。

兵庫県保険医協会・特別政策研究会のご案内 

遊動の時代を迎えて 
～ポストコロナ社会をどう作るか～ 

 

  

     （京都大学名誉教授） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

来場参加お申し込み【ＦＡＸ０７８－３９３－１８２０】 
切り取らずに必要事項をご記入の上ご返信ください 

地区  お名前  

 

オンライン（ＺＯＯＭ利用）による参加お申し込み 

「ＺＯＯＭ」によりご自宅や医療機関等からご視聴いただけます。ご希望の方は、件名を「2/27

研究会申込」として、①お名前、②医療機関名、③当日つながる電話番号を konishi-s@doc-

net.or.jpまでご連絡ください。事前にミーティングＩＤやパスワード、資料をメールでお送りし

ます。 

新型コロナウイルスの感染拡大は続き、日本社会の様々

な歪みが表れています。ウィズコロナ・ポストコロナ社会

はどのようにあるべきなのか。 

ゴリラ研究の第一人者であり、人間にとってのコミュニ

ケーションの重要性や医療などの公共財の大切さを訴え

られている山極壽一・京都大学名誉教授をお招きして、展

望をお話いただきます。 

オンラインでの聴講も受け付けます。貴重な機会ですの

で、ぜひご参加ください。 
 

＊この件に関するお問い合わせは、  

協会事務局 ℡ 078－393－1807（担当：平田・小西）まで 

 

【講師ご略歴】1952年東京都生まれ。

霊長類学・人類学者。京都大学理学部

卒、同大学院理学研究科博士後期課程

単位取得退学。理学博士。京都大学霊

長類研究所助手、京都大学大学院理学

研究科教授を経て、2014年第26代京都

大学総長。日本学術会議会長、国立大

学協会会長、総合科学技術・イノベー

ション会議議員なども歴任 


